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＜連絡事項＞

· 入浴日は当面は火曜と金曜の2日間のみ運営していく。

· 3/25青陽館で苑内研修を行なう予定であったが、震災の影響があり延期となる（日程未定）。

· 3/26成年後見人制度の研修がメンタル3階で10：45～11：45実施。

· NPO法人会員のスタッフは委任状を提出すること。

· 4/1　13：00～入社式。残り番のスタッフは今後検討していく。

· 服部Nsが今週1週間欠勤の予定。

＜事例検討＞

船場　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たかこ),幸子)様（61）　病名：統合失調症　デイナイトケア利用年数：0年1ヶ月　　担当：上野

検討内容
· デイナイトケア・青風荘との現状確認

· 具体的計画の立案

今までの経緯

青山荘を退所したあとは、グループホームへの入居を希望していた。しかしグループホームに空きがなく、空くまでの間青風荘を使う予定となっている。

現状

＜デイナイトケア＞

· デイナイトケアに知り合いが多く、すぐに馴染んでいるよう。

· 言いたい事を我慢する傾向がある。（例：デイケアからデイナイトケアに移行したあと、入浴日が分からずずっと入浴していないことがあり、少し興奮したように「私はいつお風呂に入ればいいんですか？」と質問していた。）

· 不安や不満を言語表現することができず、溜め込むことがある。しかし最近は、入浴日やプログラム等を自分で確認出来る場面も見られる。

＜青風荘＞

· 青山荘を退所し、青風荘へ入所し1ヶ月が経過。デイナイトケア同様、知り合いが多い為、すぐに馴染んでいるよう。

· 1人暮らしのための訓練は、青風荘では限界がある。

· 青風荘が今後新体系に以降すると、グループホームになる可能性がある。

· 休日は、必要に応じて出掛けている。

今後についての意見
· 自分で出来る事はどんどんやってもらいたい。今回の震災で、緊急時の対処能力の弱さが露呈したこともあり、単身での生活は難しいのでは？

· 残された能力（裁縫や料理など）があるため、その能力を維持していけるよう関わりをもちたい。

· 青風荘では、食事当番などの役割を持たせていく予定。

· 現在、生活費は姉様から直接受け取り、一緒に街へ出かけることもある。今後も家族との交流は続けていけるように、家族にも働きかけていく。

まとめ
1 活能力を維持出来るように、料理をする時間を設けて実践していく。

⇒秋山SGMとも話し合い、他のデイナイトケアメンバーも含め料理をしたい人をピックアップし、プログラムとして組み込んでいけるよう、青風荘主体で計画を立て、協力していく。

2 趣味活動を支持していく。

⇒裁縫など得意なこと、興味のあることを引き出し、取り組んでもらう。

3 言語的な表現を支持、促進する。

⇒確認は多いが、確認する事で安心感を得ていることが考えられる。出来ていることはその場で伝えていく。

＜利用者様情報＞

中村　鶴子様～義姉様より電話があり、「ガソリン不足でヘルパーが来れず、鶴子が食事準備をすることになったが、そのことについてイライラ感を感じているようだ」と情報提供がある。イライラ感があるとのことで、義姉様から明日はうみねこ幸房に行くように促したとの事。今週金曜日のデイケア利用は、バスの兼ね合いで少し遅れる予定であるとの事。

本多　富美様～先週木曜に、家族（父）の送迎でうみねこ幸房を利用したが、「そのせいでガソリンがなくなったと言われた。」とスタッフに報告している。以後、お父様と険悪な雰囲気になっており、家にいるのがストレスとのこと。また、「自分の出来る事を精一杯しているのに、応援してくれないことに苛立つ。」とも話している。話をすることで気分的には落ち着いたとのこと。

細越　定生様～スタッフが書いている記録を見て、「これは私達の評価になるのか？」と確認している。評価はしていないことを伝えるが、その後より表情の冴えなさが見られ、単独で過ごす様子がみられる。

大久保恒夫様～「ミーティングの時間が長い。」と途中退席している。他者から以前よりミーティングが短縮されていると説明を受け、納得しているが、その後のプログラム中も「こんなのやりたくない。」と席を外している。

藤村　翔　様～廊下を歩いている時に特定スタッフに「好きです、付き合ってください。」と告白している。交際を断ると「わかりました。」と答える。

豊川　明男様～デイケアに来所し、「月曜日の午後から全てが馬鹿らしくなり、何をするにも面倒くさい。食事や洗面も面倒。」と話している。何があったのか尋ねるが、「個別的な悩みで話せないけど、落ち着いたら話します。」と答えている。

澤口　直美様～余震が不安でデイケアに通所できないと訴え、今週いっぱい休む事としている。来週、再度連絡するとのこと。

菅野　勝利様～デイケア利用日であるが、連絡なく欠席している。外来受診日ではなく、自宅へ電話をするが不通となっている。

田中　一　様～エアロビの青竹グループでペアを作って踊っているが、「種本さんとペアにしないように配慮してください。」とスタッフに話している。今までのエピソードも考慮し、種本様本人の前でそのようなことは言わないようにとアドバイスし、ペアにならないように配慮していくことを伝えている。

種本　サハ様～要介護が1から2へ変更となり、この区分が2年間継続となる。昨日の診察で、「日課が大変、介護を受けたい。」と主治医へ相談しており、担当ケアマネの藤田スタッフに情報提供している。現在の区分であれば、週1回90分ヘルパーを使えるとのこと。しかし、主治医から出来る事は自分でやりましょうとアドバイスしていることもあり、今後の生活についても話し合うために検討会を実施する予定。

＜外来情報＞

繁名　和恵様～「最近、耳がびりびり痛くなって、薬飲んだら眠くなった」と話している。ポンタールを内服したらおさまったとの事。幻視症状はないが、「頭の中に痛みが走ってびりびり引っ張られる感じ」があったという。引き続きポンタールを頭痛時服用にて処方となる。

八木橋牧雄様～グループホームでの生活も慣れてきている。買い物に行っても酒には関心は向かないと報告している。

大久保康弘様～幻聴は「1時間に7～8回あるが、何を言っているのかわからないので、気にならない」睡眠も安定し、夜食は少なくなってきたと報告している。処方変更はない。

鈴木　茂子様～体重74.2㎏の為、食べすぎであると指導あり。また、血圧も高めである為、青山荘で朝・寝る前に毎日測定し、記録して診察日に持参するよう指示あり。青山荘へ情報提供する。

大下　良悦様～ジプレキサに内服を切り替えていく為、今回よりリスペリドン減薬、ジプレキサ増薬となっている。精神状態の観察をしていく。
＜勉強会＞　担当：大谷地

「障害者雇用の現状」
「障害者の雇用の促進等に関する法律」に基づき、民間企業、国、地方公共団体は、それぞれ法定雇用率に相当する数以上の障害者を雇用しなければならないこととされている。

雇用義務の対象となる障害者は、身体障害者又は知的障害者である。（なお、精神障害者は雇用義務の対象ではないが、精神障害者保健福祉手帳保持者を雇用している場合は雇用率に算定する事が出来る。）

· 短時間労働者は原則的に実雇用率にはカウントされないが、精神障害者である短時間労働者については、0.5人分としてカウントされる。

「障害者雇用納付金制度」とは

障害者の雇用に伴う事業主の経済的負担の調整を図るとともに、全体としての障害者の雇用水準を引き上げる事を目的に、雇用率未達成企業（常用労働者301人以上）から納付金を徴収し、雇用率達成企業に対して調整金、報奨金を支給するとともに、障害者雇用の促進等を図るため、各種の助成金（障害者を雇い入れる為に、作業施設の設置・整備を行ったり、重度障害者の雇用管理の為の職場介護者を設置したりする事業主等に対する）を支給している。

· 法定雇用率　→　民間企業（1.8％）　特殊法人（2.1％）

· 納付金　→　不足一人あたり、月額5万円

· 常用労働者301人以上で、雇用率達成の事業主に→超過一人あたり月額2万7千円の調整金を支給

· 障害者多数雇用の中小企業事業主（常用労働者300人以下で、障害者を4％又は6人のいずれか多い数を超えて雇用する事業主）に

→　超過一人あたり、月額2万1千円の報奨金を支給

· 法改正により、障害者雇用納付金制度の対象事業主が拡大される予定

→　Ｈ22.7月から、常用雇用労働者201人以上300人以下の事業主

　　Ｈ27.4月から、常用雇用労働者101人以上200人以下の事業主

「特定求職者雇用開発助成金（特定就職困難者雇用開発助成金）」とは

ハローワーク等の紹介により、高齢者（60歳以上～65歳未満）、障害者等の就職が特に困難な者を、継続して雇用する労働者として雇い入れた事業主に対して、賃金相当額の一部を助成する。

	対象労働者
	支給総額

（大企業）
	支給総額

（中小企業）
	助成期間

（大企業）
	助成期間

（中小企業）

	身体・知的障害者
	50万円
	135万円
	1年
	1年6ヶ月

	身体・知的障害者（重度又は45歳以上）、精神障害者
	100万円
	240万円
	1年6ヶ月
	2年

	短時間労働者の身体・知的・精神障害者
	30万円
	90万円
	1年
	1年6ヶ月


県内の障害者雇用状況

	
	身体障害
	知的障害
	精神障害

	平成18年
	1270人
	385人
	5人

	平成19年
	1317人
	387人
	14人

	平成20年
	1376人
	420人
	31人

	平成21年
	1406人
	459人
	61人

	平成22年
	1434人
	494人
	51人


· 社会情勢（リーマンショック、倒産、事業縮小など）に左右され、Ｈ13.Ｈ20.Ｈ21.の障害者解雇数が多い。

精神障害者保健福祉手帳所持者の推移（八戸市）

Ｈ22.3　→　1614人（7年間で843人増）

· 内訳　1級：740人（7年間で326人増）

　　　2級：754人（7年間で464人増）

　　　3級：120人（7年間で53人増）

障害者自立支援法（Ｈ18.4より施行）について

· 自立支援法により、障害者の自立と地域生活への移行の考えが進められた。

· 自立支援法により、サービス内容は改善されたが、本人負担も財政負担も増えた。

· 自立支援法の廃止は、遅くともH25.8の予定。

· 廃止までの間、新法への移行期間となり、応益負担（定率負担）制度の廃止の為の様々な軽減措置が予想される。

· 議論はこれからであり、政治の動向に注目していく。

